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宇宙に夢を
取り戻すために必要なもの
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永田 晴紀

日本の宇宙開発は東大生産研（当時）の糸川先生によるペンシルロケットから始まっており、今年はその発射実験から
50年目にあたる。筆者が北大に赴任する以前に勤務していた日産自動車（株）宇宙航空事業部（現在のIHIエアロスペ
ース）は、その前身はプリンス自動車を挟んで富士精密という会社で、ペンシルロケットの開発をメーカーとして側面
から支えた。筆者が勤務していた頃はその当時の世代が管理職に残っており、直属の部長である村上氏もその一人で
あった。彼らはロケット開発にかけては企業収益を度外視した面があり、メーカーとしてできること、やるべきことを
やる、という気概が有ったように思う。当時、秋葉鐐二郎先生（現HASTIC理事長）は宇宙研の所長を勤めておられた
が、忙しい時間をやり繰りして新形式ハイブリッドロケットの研究を続けておられた。「秋葉先生が手が足りず困って
おられるから手伝って差し上げなさい」と部長に言われ、参加させて頂いたのが筆者とハイブリッドロケットとの出
会いである。いわば、糸川先生の夢をメーカーとして支えるという富士精密の気概が、ハイブリッドロケットとの出会
いをもたらしてくれた。

当時得られた知見がヒントとなり、CAMUI型ハイブリッドロケットの着想が得られた。実用化開発を目指して助成
金に応募したところ、高評価を頂きながら、「ロケット打ち上げ事業は文部科学省の管轄であるため、当事業としては
採択を見送ることとしました」の一文ではねられた。実用化研究を諦めかけた時、赤平市にある植松電機（株）の植松努
専務から、「先生、助成金はもう諦めましょう。でもこれは北海道のため、ひいては日本のためにやらなきゃいけない仕
事です。必要なものは我々が何でも作ります。お金はいりません。」と言われた。ならば身銭を切ってでもやる、という
覚悟を固めて暫くしてから、地域新生コンソーシアム助成事業に採択されたという知らせが届いた。後日聞いた話では、
植松電機を中心として赤平市の商工会が本気らしい、という話が道経産局を動かし、強力なバックアップになった結
果ということである。

今でこそ日本の宇宙開発は国家プロジェクトとして行われているが、元々は糸川先生を始めとする大学研究者の夢を、
富士精密を始めとするメーカーが収益を度外視して支援するという構図から始まった。規模の拡大に従って国の仕事
が増え、国家事業として行われるようになると共に、夢を見る人が少なくなり、その夢を共有するメーカーの気概も失
われていったように思う。大規模な宇宙開発のためには国家事業が必要であることは言うまでも無いが、同時に周囲
が共有して元気になれる新しいアイデアと夢が次々に生まれる土壌も必要である。そして、夢を見るのは学生を含む
大学人の仕事であり、その仕事を支援するUNISECやUNISONの役割は大きい。「いい夢は社会を幸せにする」我々
のこの気概が、日本の宇宙開発の閉塞感を打ち破る筈であると信じている。　
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UNISEC事務局からのお知らせ
★「キューブサット物語」 3月22日発売 エクスナレッジ社　¥1,400
★「キューブサット記念プレミアムTシャツ」予約受付中。サイズ（S、M、L、LL）と枚数を明記の上、info@unisec.jpまでEメールにてお申し込みください。
★「あなたもUNISECに参加しませんか？」　UNISECでは新会員を募集しています。実際に学生と活動してくださる方、時間はないけどエールを送りたい
　など、参加の形は問いません。詳しくは、http://www.unisec.jp/japanese/members/register.htmlまで。
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